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諫早市立本野小学校長 永 井 洋  

一学期終業式 

今日で一学期が終了しました。様々な学習、学校行事等にご協力いただき、本

当にありがとうございました。夏休みの過ごし方については、各学級で担任の方

から指導があっていますので、ここには記しませんが、ご家庭でも今一度話題に

していただきたいと思います。ここからは、わたしが終業式で話した内容のポイ

ントを記します。 

①大きなけがや、病気にかかる人がいなかったことが何よりも嬉しいこと。 

②がんばりや、チャレンジを自信に変えることができたか。（２～６年生） 

③１年生は、「おはよう」「ありがとう」「ごめんなさい」の魔法の言葉でみん

なと仲良くなれたか。（入学式で約束したことです） 

④夏休みも、夢や目標に向かってチャレンジしてほしいこと。 

⑤７つある「本野っ子の誓い」を夏休みもしっかり守ってほしいこと。 

⑥夏休みの命の学習のこと。（７月２５日：諫早大水害 ８月９日：原子爆弾

が投下された日 ８月１５日：終戦記念日） 

⑦夏休みの３つの宿題。（自分の命は自分で守る 夏 

休みにしかできないことにチャレンジ 人に優しく） 

⑧９月１日の始業式に、元気に笑顔で登校する。 

 

 

 

 

 

 

職員の異動のお知らせ 大変お世話になりました💐 

①加賀谷美智教諭（11日より産前休暇） 

⇒代替として、緒方真由講師（10日着任） 

②月川佳子養護助教諭（21日で退任） 

⇒白木こころ養護教諭（8月より育児休業から復帰） 

③ベイリーALT（9月より小長井・高来地区へ異動） 

⇒ガブリエル ALT（9月着任） 

 

夏季休業中の学校・PTAの主な予定 

【7月】 

１９日 リーダー研修会（６年） 

２２～２４日 個別面談 

２５日源流祭（６年生希望者参加） 

【8月】 

９日 全校登校日（県民祈りの日） 

10～1６日 学校閉庁日 

2２日 除草作業（23日：予備日） 

 

～校長室の窓から～ 

皆さんは、小学生の頃、どのような夏休みを過ごされていたでしょうか？私は、

小学生までは、ひたすら遊ぶ（そのために宿題は早く済ませる）でした。ただ、絵

や作文が苦手で、親や友達に相談していた記憶があります。子ども会で集まること

も多かったですね。６年生になると、ラジオ体操でカードに印鑑を押す仕事もあり

ました。子ども会単位の球技大会（ソフトボール）にも燃えていました。 

中学・高校・大学生の頃は、ひたすら部活やアルバイトでした。仲間と一緒に同

じ目標を追いかけました。 

 今は、宿題をタブレット経由で行う学校もありますし、外で遊ぶのは熱中症のリ

スクを考えないといけません。部活もいろいろ制限があるようです。生活様式も 

４０～５０年前とはまるっきり異なるので、今には今の子どもたちの夏休みがあ

ると思います。 

しかし、今も昔も子どもたちが有意義で充実した夏休みを過ごすために、子ども

たち自身が時間の使い方を考えたり、周りの大人たちが温かい関わりをもったり

するのは変わらないのかなと思います。 

８月９日「県民祈りの日」について 

 今年の「県民祈りの日」は、日曜日になっています。しかしながら、長崎県

全体で平和について考える日ということで、登校日としています。今年は、登

校時刻を遅らせ、１１時２分に、亡くなられた方のご冥福を祈り、全校で平和

祈念式典を見ながら、黙とうする計画にしています。 

 

 


